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黒 判 を減 導臨 Z喚統 税 そ逮 猛托ζT密 就

も信州産の黒曜石 1よ 史質なことで矢こうれ、周辺地域のみなうす、速く北海

道や青森県の遺跡からも発見されており、その品質の高さを背景にブラン

ド化し、広く流通していえことう`うかかをます。やがて各地の需要t3対 し

てより安定的な供給をとよかる之要性がでてくると、山梨県域にある八ヶ岳

南姥の集団によって組織的な災易が行われるようとこなり、流通をコントロ

ールする主体的な役割を担ってしヽくようになったと考えられます。こうし

た「交易Jう も`えらした繁栄のもと生み巴されん土器や土イ路tよ 文化財とし

て高く評価さ格、縄文人の営みや芸術性を身近に必じることができるもの

がたりとして、日本遺産
「
星降る中部高地の紀文世界一数千年を遡る黒曜

石鉱由と縄文人に出会う旅―」と3認定されてしヽます。本展でしよ、日本逮産

構成文化財をtよ じめ、その文化的影響を受サえ交流地域の資料を一堂に集

め、中部高地に花聞いえ魅惑の縄文ワールドをご覧しヽえだきます。

■黒曜

風上記の丘研修センター

【山梨県甲府市下向dJ町 1271】

「日本速産 舒星降る中部商地の縄文世界韻の魅力

高橋 龍 二 郎 館長 【当館館長・早稲田大学文学学術院教授】

一部 「黒耀石鉱山と人々の慈うし」大竹 幸 寇 氏
〔

星信 夕稼 せ鎌 崩石イホ験ミュージフラム】|

二部「紀文0寺 t(の黒唯石の流通1 保坂 康 夫 氏 【身廷山大学】       ―

二部「紀文の装身異」     粟島 義 B月 氏 【明
'台

大学黒輝石研究セツター】

四部「中都高地の禁し文世界」   をヽ野 工文 氏 【売山梨卿 賊文化貝すセツタ
=所

長】

7月 20日 (本 うより電話またtよ水―ムベージの雌子中請より申し込みを受1サ 付〔ナます。

また、オンラインでも同時記常予定
‐
て'す う`、そううのご予約tよ本一ムページのみてイの対

庭となります。

(
山梨輿立者古博拘魃

風上記のこ研修センター

甲娑風土B己の丘・曽根と,費
′ム`回

くわしくをよ |

当館 HPを
ご町ください |
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